
《番町歴史の散歩道（その 2）》

番町小学校とその周辺　〜江戸から明治へ〜
新井巌（前会長 昭和30年度・六番町町会長）

　長い間鎖国を保ってきた日本がようやく世界を意識し始めたのは、1853 年のペリー来航がきっかけ
であった。もちろんそれ以前から近海に外国船が出没し、すでに隣国の清国が、アヘン戦争などによっ
てイギリスなどの列強各国に支配されているという情報は入っていた。そうした中で、2 年続けてのペ
リー来航によって日米和親条約が締結され、同時期にロシアからもプチャーチン提督も長崎に来航して
通商を求めてきた。こうした状況の中で、開国か攘夷かという国内を二分する紛争が起こったのは、ご
承知のとおりである。その中で、幕府内では、1858 年に外国奉行という新たな職種が置かれ、5 人の幕
臣が任命された。我が国で初めて外交の専門官僚職が誕生したのである。
　その中の一人に、井上信濃守清直《きよなお》（1809～68）がいた。老
中・阿部正弘の信任を得て下田奉行に就任し、翌年にアメリカ総領事ハリ
スが下田に来航すると応接を担当。日米修好通商条約に調印し、間もなく
外国奉行を兼任してロシア、フランス、イギリスとも通商条約を締結し
た。その後一時左遷されるが、1866 年に北町奉行に転任し、混乱する江
戸の収拾に努めたが、病を得て翌年現職のまま死去した。今の四番町の

「番町の庭」という広場とカフェがある場所が、屋敷であった❶。
　その実兄で、ロシアのプチャーチンと粘り強く交渉したのが川路聖謨《かわじ としあきら》（1801～

1868）である。阿部正弘に海岸防禦御用掛に任じられた彼は、長崎に来航したロシア
使節プチャーチンとの交渉を担当して粘り強い交渉を行い、1854 年に下田で日露和
親条約に調印している。プチャーチンは、川路の人柄に「ヨーロッパでも珍しいほど
のウィットと知性を備えた人物」であると評している。彼は、後に病を得て引退し、
江戸城総攻撃の予定日であった 1868 年 3 月 15 日に、割腹の上ピストルで喉を撃ち抜
いて自決したのである。まさに徳川幕府に殉じた壮烈な死であった。五番町の三年坂
の角（五番町マンションあたり）に屋敷があった❷。
　川路と共にロシアとの交渉を行った大目付格槍奉行の筒井政憲《まさのり》（1778

～1859）も老練な幕僚で、特に 20 年もの長きにわたって
勤めた町奉行での評価が高い。二番町の現在日本テレビの
新スタジオ建設地の一角が彼の屋敷であった❸。
　老練な幕僚といえば、ペリーとの交渉に当たった代表 6
人の一人井戸覚広《さとひろ》（？～1858）も同様で、ペ
リーは日記の中で「50 歳ぐらいで背が高く、好感が持て
る風貌で、駐英公使のブキャナン（後の大統領）に似てい
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る。」と好意的に書いている。屋敷は番町小学校とは斜向かいの六
番町 1 番地にあった❹。
　最後に、木村摂津守喜毅《よしたけ》（1830～1901）について触
れておきたい。彼が番町小学校の近くに越してきたのは、明治も
30 年経った 1897 年である（それ以前は四谷坂町
に居住）。前述の川路が自死したその隣（日大校
舎あたりか）に家を買って、亡くなるまでこの地

に住んだ❺。彼は浜御殿奉行の家柄で若くして頭角を現し、海軍伝習所取締として幕
府の海軍創設に携わった。30 歳にして軍艦奉行となり、遣米使節（副使）として咸
臨丸を率いてアメリカに渡った。咸臨丸の艦長は勝海舟だったが、その上の司令官と
して木村が派遣され、彼の従者として福沢諭吉が同行している。この際に、彼は幕府
からの少ない御用金の不足分を自ら家財を売却して用立て、帰国後は公金の 8 割近くを返却している

（蛇足だが、昨今の政治家の所業と比較されたい）。まさに日本海軍の父といってもいい存在であった
が、維新後は一切の仕官を断り著作や風雅の道を選んだ。

　彼の三男 木村駿吉（1866～1938）は、番町小学校の出身で帝国大学に進み、さら
にハーバード大学院、イェール大学で学んだ。その後、海軍の教授となり無線電信機
器の開発に携わる。最大の功績は、艦船用無線電信機を開発したことで、これにより
日本海海戦でのバルチック艦隊発見が通報され、結果として日露戦争を勝利に導いた
のである。
　まさにこの周辺は、幕末史を語るに欠かせない大きな舞台であったのである。
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　歴史を重ねてきた NHK の朝の連続テレビドラマは、社会的制約や貧困と戦いながら一代の事業をなしとげ
た女性たちの姿を生き生きと描くことから、人々の共感を集め、高い視聴率を維持しつづけています。番町に
関係するところでは、だいぶ前になりますが、吉行淳之介・和子・理恵三兄妹の母上をえがいた「あぐり」が
面白かったですね（1997）。最近では、明治時代の実業家・広岡浅子（1849～1919）の生涯を描いた「あさが
来た」が評判となり、それに続く「とと姉ちゃん」も人気です。
　この両ドラマをつなぐように登場したのが、平塚らいてう（雷鳥：1886～1971）で
す。「原始、女性は太陽であった」というスローガンで高らかに女性解放運動の旗をか
かげ、雑誌『青鞜』の主幹として社会的に抑圧されていた女性たちに希望を与えたこの
人は、広岡浅子に反発しながらもその気風を受けつぎ、戦後は「とと姉ちゃん」こと大
橋鎮子の編集する『暮らしの手帖』にも登場して、再び脚光を浴びました。らいてうは
幼いころ九段に住んでいて、富士見小学校に入学し、転校して本郷の誠之小学校を卒業
したそうです。
　昔、らいてうの評伝を書かれた小林登美枝さんが、らいてうの軌跡をもとめて筆者の祖父を訪ねて来られた
ことを覚えています。しかし一時期住んでいただけのらいてうに関する手がかりは、土地の古老の記憶にはあ
りませんでした。
　「あさが来た」が終盤を迎えた今年 3 月、広岡浅子が創設にかかわり、らいてうの母校でもある日本女子大
学で開催された広岡浅子の展覧会を参観したところ、最後の方に浅子の葬儀のプログラムが展示されていまし
た。キリスト教式で開かれた葬儀の主宰者は、救世軍を開いた山室軍平（1872～1940）でした。婦人矯風会の
創立者で、女子学院の初代院長となった矢嶋楫子（1833～1925）も発起人に加わっていました。ドラマでは描
かれていませんでしたが、晩年の広岡浅子は熱心なプロテスタントの信者となり、廃娼運動や禁酒禁煙を唱え
て活発な実力行動を展開した、救世軍や矯風会の重要な支援者でもあったのです。

　矢嶋楫子の愛弟子として日本キリスト教婦人矯風会を支えたのが、守屋東（1884～
1975）です。彼女は番町小学校（高等科）を明治 30 年（1897）に卒業し、東京府立第
一高等女学校（現都立白鷗高校）を卒業した才媛で、仏英和女学校（現白百合学園）で
もフランス語を学んだそうです。代用教員として下谷区の貧しい地域の小学校教育にた
ずさわり、社会の矛盾を痛感しながら改革運動に目覚め、矢嶋楫子の矯風会の活動に参
加し、やがて中心的役割を果たします。さらに障害児教育の必要性を社会に訴え、その
ための教員や看護師の養成所や病院を設立しました。戦争中は社会運動に制限が加えら
れたことから、世田谷に大東学園を創設し、女子教育の発展に尽力しました。経営上
のトラブルから、晩年は不遇であったと言われますが、日本の女性解放運動、社会的

弱者の救済事業に尽くした生涯は、番町の誇るべき先輩であると言えるのではないでしょうか。
　番町出身で、社会運動に尽くした女性活動家としては、守屋東の 4 学年後輩に山川菊栄（1890～1980）がい
ます。菊栄には、母と自分の生涯をつづった『おんな二代の記』という自叙伝があっ
て、その不屈の生涯を知ることができます。それによると、菊栄は、明治 23 年

（1890）、松江藩士出身で陸軍技師を勤めていた父・森田龍之助と、水戸藩士で、弘道館
の教授を勤めていた青山延寿の娘であった母・千世の間に生まれました。旧四番町（現
九段北 4 丁目、新見附に近い土手に面したあたり）で生まれ育った菊栄は、満 5 歳で靖
国神社の裏手にあった富花小学校という、寺子屋のような私塾に入学したそうです。当
時はまだ公立小学校の定員が限られていたため、私立の小規模な学校が初等教育の受け
皿となっていたようです。設備も教育内容も劣っていたことから、半年後に改めて番
町小学校に入学しました。菊栄の回想によると、当時の番町の名物は校庭の古い桜の

《番町人物誌・第二回》

「強い」女性の系譜
西岡芳文（副会長 昭和44年度）

山川菊栄
（大正 6年）

守屋東
（大正 6年）

平塚らいてう



木だったそうです。
　「番町小学校といえばすぐ目に浮ぶのは、あの運動場の山桜の大木
です。子供たちが何人手をつないでもたりないほどふとい幹が根の方
から何本も出ており、枝は天にも届きそう、風がふくと花びらは高く
低く、遠く近く雪のように舞い、子供らは、それらを追うて両腕をひ
ろげて運動場中を走りまわったものです。（中略）同じ小学校の大先
輩、婦人矯風会の守屋東さんはいつかこんな話をされました。『あん
な桜は日本中に三本きりでしたよ。私は日本中すみずみまで歩いてい
ろんな桜をみましたけれど。熊本の水前寺の桜、金沢の兼六公園の桜、それから番町小学校のあれね。あの
桜、ほんとにすばらしかったわねえ。』」
　当時の番町は、2 年生以上は教室も校庭も男女別々になっており、女の子たちは、やんちゃな男子たちが放
課後に麴町や富士見などの隣の学校に喧嘩を売りに行くのを眺めているだけだったようです。また、お屋敷住
まいの士族の子弟と、「町の子」（町家の一般庶民の子）は、同級生であっても親しく付き合うことを避ける風
習が残っていたそうです。菊栄の同級生は 70 人あまりでしたが、女学校へ行ったのは 15 人程度で、商家の子
供は一人もいなかったとか。「商家では高等小学を出てお針や三味線のおけいこに通い、一年ほど見習い奉公
にいってお嫁にいくのが普通でした。」と書いています。
　先生は圧倒的に男性が多かったようで、洋服を着ていたのは校長と兵隊上がりの体操の先生だけで、男女と
もに「中年の疲れたような先生が多く、陰気でおもしろくありませんでした」というのが菊栄の評です。最終
学年になり、高等女学校を卒業したばかりの二十歳前の元気な先生が着任し、自由に作文を書く指導を受けた
ことが、菊栄の執筆活動の原点になったといいます。
　番町を卒業した菊栄は、府立第二高女（現都立竹早高校）に進学しますが、日露戦争後の不況のなかで父の
事業が行き詰まり、自宅が差し押さえられるような困難な経済状況下で社会の矛盾に直面することになりまし
た。それでも学問にはげんで見聞を広め、女学校卒業後、閨秀文学会という女性を対象とする文学サークルに
所属したことから、平塚らいてう、岡本かの子らと知り合いになります。津田塾で英語を学びながら、青鞜社
や救世軍などの活動に加わり、やがて平民社の社会主義運動にも顔を出すようになりました。文才を生かして
さまざまな雑誌に寄稿し、婦人問題の論客として世に認められ、大正 5 年（1916）秋、社会主義運動のリー
ダーの一人であった山川均（1880～1958）と結ばれます。
　それから 30 年の間は絶え間ない弾圧の日々、夫が断続的に牢獄につながれる中で、子供を育てながら社会
主義や女性問題について執筆を続け、生計を助けるためにウズラ農場を開くなどの苦労を重ねました。国家が
変わらない限り好転しようもない、先の見えない絶望的な環境の中で活動を続け、弾圧にも屈することなく明
るく気丈にふるまっていた菊栄の生きざまは、よほど豪胆で楽天的な人柄だったのだろうと驚嘆します。戦後
は厚生省の初代婦人少年局長に任命され、社会主義運動の長老として大活躍しました。

＊　　　　　　　　　　　　　＊
　一般の人間社会では、男女比はだいたい同数か、やや男子の方が多いと言われています。ところが番町小学
校の卒業生をサンプル的に見ると、創立から 50 年を経た大正 9 年（1920）の卒業生（尋常科）の男女比は
107：64、児童数がピークに達した昭和 36 年（1961）には 217：123、最近では創立 140 年の平成 24 年

（2012）に 40：35 ですから、昭和期までは、男子が圧倒的な比率を保っていたことが分かります。同窓生名簿
を見ると、戦前の昭和 14 年度（1939）まではクラスが男女別に分かれているので、気軽に言葉を交わすとい
うような環境ではなかったのかも知れません。それでも圧倒的な数の男子の中で揉まれた女子たちが、たくま
しく育ったことは想像に難くありません。
　戦前の卒業アルバムには良家のお嬢様らしい女子たちが写っていますが、女子の場合、結婚して名字が変
わってしまうと、よほど珍しい名前で文筆方面で活躍した人でもないかぎり、追跡することが難しいのです。
女子の卒業生にかんする耳寄りな情報がございましたら、ぜひ同窓会へお知らせください。



米寿の同期会� 昭和 14 年度　三浦　清
　米寿の祝いを兼ねた同期会を平成 27 年 5 月 30 日、できるだけ歩かな
いで済む、四ツ谷駅前のスクワール麴町“アビアン”で開催した。出席
者は菜園で転び杖を頼りの人、体調悪く息子に送迎を頼んだ者、ご主人
が 3 月に亡くなられた方等を含め男子 7、女子 8 名の 15 名であった。
会が始まれば直ぐ童心に帰り、2 時間半はあっという間であった。

卒業満 70 年記念同期会� 昭和 19 年度幹事一同
　いつの間にか八十路を超え、卒業して満 70 年の同期会。平成 5 年の還暦同期会の頃は 50 名以上集まったの
に、今回（平成 27 年 10 月 24 日）はそれでも 30 名。盛岡から初参加の伊原圭三郎君や、ひ孫と遊ぶ元気一杯
の女性、口ばかり達者で杖をたよりの男性などが、皆童心にかえって旧交を暖めた。
　「こんな楽しい集いは、いつまでも毎年続けたい。」という声も多かったが、万年
幹事の事務能力、体力にも限界があり、毎年会場にしていたスクワール麴町（四谷
駅前、元消防署跡）も近く閉じるというし、卒業満 70 年をひと区切りとし、残っ
た会費は僅かだが同窓会に寄付することにした。今後の同期会の開催は、現在検討
中である。戦後の混乱期、学生時代から同期会の中心だった亡き堀嘉徳君や内田禮

江さん（本誌の題字も書いている）、許して下さい。
　今回も元気に参加した錦織幸雄君が年明け早々急逝、「入院中欠席」と
の返事だった秋草靖君も 4 月に逝ってしまった。しかし、いつも同期会の
結びで、♪われらが飾せるこの梅の～と、合唱を指導して下さった森田正
隆先生は 95 歳、練馬区で悠々自適なのは私たちのはげみである。
　番町小学校、永遠に栄え！！� （文責：黒川　浩）

同期会� 昭和 52 年度　樋口　大輔
　平成 28 年 7 月 2 日（土）16：30～、赤坂見附にあるレストラン“河鹿（かじか）”で同期会を開催しました。
　なぜこの暑い中での開催かというと、高学年 4 組の乗杉（旧姓）さんが現在アメリカに住んでおり、夏休み
を利用して日本に帰国するため、毎年少人数で集まっていたからですが、今年は同期会に拡大して声掛けを行
いました。ちなみに、会場も高学年 3 組の斉藤裕三君のお店ですが、人数・時間等融通が利くので甘えて使わ
せてもらいました。声掛けは、メールとフェイスブックを使ったのですが、驚いたことに今年 88 歳になる
1・2 年生 4 組担任で音楽専科の岩上先生が、フェイスブックを見て参加して下さいました。
　当日は梅雨の晴れ間で大変暑く、50 を超えた同期生や岩上先生の体調も心配されましたが、無事時間通り
乾杯できました。また、当初は「顔がわからない。」等の声が各所で聞こえてきましたが、10 分もすると各
テーブルで思い出話に花が咲いていました。予定より人数が増えたので、お店も貸し切りにしていただき、閉
店時間の 21 時まで大騒ぎしました。
　105 回生の中では在学中に 1 名の仲間が亡くなり、その後は確認で
きているだけで 5 名が逝去しているので、こうして先生も含めて集え
たことに幸せを感じます。今回は仕事や子供の用事等で来られなかっ
た仲間も次回は来られるよう、同期会を定期的に開催していきたいと
思います。参加してくれた皆さま、岩上先生、本当にありがとうござ
いました。

同期会・クラス会報告



クラス会報告� 昭和 39 年度 4 組 2015 年幹事　飯野　松成　水谷　茂野
　私たちのクラス会は、平成 17（2005）年に吉本君、藤井君、鈴木さん、飯野さんの呼び掛けでスタート
し、毎年 10 月第 3 土曜日に開催しています。平成 27 年は 10 月 17 日、21 名が四谷“VALET”に集い、“卒
業 50 周年”を祝いました。小学校 3 年から 6 年まで 4 年の長い間クラス
替なしで一緒に過ごした仲間は、集まるとすぐにうち解けあい、子供に
戻ったように毎回会話が弾んでいます。
　3～4 年生時ご担任阿部富美子先生にも連続 11 年ご出席いただいて、楽し
いひと時を共有させていただいています。卒業時ご担任松下武司先生がご
逝去され、再会を果たせなかったのが残念ですが、教え子たちが集まって
楽しんでいる姿を天国から温かく見守っていただいていることと思います。
　この 11 年の間にも様々な変化がありました。なかなか連絡のつかなかったクラスメイトの初参加を喜び合

うこともしばしば。皆で近況を語り合って“何か”を感じ取って帰るとい
う、このクラス会ならではの、貴重な場となっているのではないでしょう
か。平成 27 年の会は川又君の初参加（50 年ぶりの再会）あり、遠方コロン
ビアへの赴任直前だった畑中大使の壮行ありと、話題満載のクラス会となり
ました。ほぼ時期を同じくして 50 周年を迎えるウルトラマンのファミリー
も、さらに遠方の M78 星雲等から駆けつけ（？）、大いに盛り上がりまし
た。今回参加できなかった皆さん、次回の出席をお待ちしています。

初めてのクラス会� 平成 24 年度 2 組 村井美奈子
　平成 28 年 4 月 2 日、卒業後初めてのクラス会を“お好み焼き　文字平”
で開きました。
　この会は、担任だった水原豊先生の山形県への転任をきっかけに計画さ
れました。18 人が集まり、皆、数年ぶりに会ったとは思えないほど和気
あいあいとした雰囲気で、およそ 4 時間を楽しく過ごしました。
　久しぶりに連絡を取り合うので、少なからず不安もありましたが、保護
者の方のご協力もあって無事に終えることが出来ました。今回の経験を、
次回のクラス会開催に繫げていきたいと思います。

疎開先にあった門� 昭和 19 年度　相川百之

　私は、昭和 14 年に番町幼稚園を卒園し、番町小学校に入学しました。昭和 16 年 12 月 8 日、太平洋戦争開戦。小学
6 年生の時には空襲を受ける日が多くなり、危険なので昭和 19 年 9 月から半年間、山梨県都留郡上
吉田へ集団疎開しました。疎開先は小佐野氏が経営していた「浅間坊」（富士講の方々が宿泊する所）
で、入口に立派な門がありました。
　5 年前、所要があって下吉田にいる姪の処へ行った帰り、疎開した先がどうなっているか観たいの
で、車で近くまでいったところ、昔のまま堅牢な門が残っておりました。
　今年（平成 28 年）3 月、グーグルで検索したところ、門にカバーが掛り、修復工事中でした。5 月

に再度検索してみると工事は終わり、屋根が銅板で綺麗になりました。「浅間坊」は元
亀元年（1570）の古文書に名前をみることが出来、明治 25 年（1892）の銅版画にも描
かれており、富士吉田市が保存に値すると判断し、富士吉田市有形文化財として保存し
ていく事になったようです。今日まで私も知りませんでした。
　70 年経っても、小さい時の事がふつふつと思い起こされます。

同窓生訪問　第 2回
修復なった浅間坊表門

（出典www.panoramio.com）



☆執行部会
　今年度試験的に運用している暫定会則に基づき、7/26（火）執行部会を開催致しました。昨年度の就任辞退
により副会長の津田さん、市原さんが兼任していた事務局・経理について、下記の方々をご推薦いただきまし
たので、委嘱致しました。よろしくお願い致します。
　○庄司麻美さん　（昭和 49年度）　○犬塚洋子さん　（昭和 49年度）　○𠮷田　薫さん　（昭和 49年度）

☆番町子ども会
　毎年 9 月の第 2 土曜日に行われる「番町こども会」は、愛育会・愛児会を中心に学校や各町会、学校と縁の

深い団体が参加して行われる、子どもたちにとっては夏の終わりの
“お祭り”。同窓会は毎年「駄菓子」のブースを出しています。2～5
点まで点数が書かれた手作りの木製ルーレットを回して、針が指した
点数と同じ個数分駄菓子がもらえるという非常にシンプルな仕組み
で、小さなお子さんでも楽しめると毎年人気です。
　平成 28 年度は 9 月 10 日に開催。お天気にも恵まれました。岩瀬会
長をはじめスタッフは、午前 11 時に集合して準備開始。子どもたち
の背丈に合わせた小机の上に、大きな段ボール 5～6 箱分の駄菓子を

溢れんばかりに乗せた銀皿を並べると、お手伝いの大学生やお母さんたち
から「懐かしい。」といった声も上がります。
　午後 1 時からの開会式が済み、ブースには続々と子どもたちがやってき
ます。まだ机の上の駄菓子を覗くのもやっとという小さなお子さんも、一
生懸命ルーレットを回し、楽しそうにお菓子を選んでいて、思わずこちら
も笑顔。小学生の子どもたちが、高い点数を出して盛り上がっている様子
も微笑ましかったです。
　今回の子ども会は、過去最高の参加者を記録したとのこと。終了後の反省会では、愛育会の役員さんの発案
で作られた子供たちからのメッセージボードが披露されましたが、可愛らしい字で書かれた感謝の言葉を読ん
で、1 日の疲れもすっかり癒されました。� （庶務　村井麻衣子）

☆同窓会U‒50（仮称）
　平成 27 年 7 月 19 日（日）午後、第二回『同窓会 U‒50（仮称）』が開催されました。『同窓会 U‒50（仮称）』
とは、平成 26 年度から企画された 25 歳くらいから 50 歳前後の会員の皆さんを対象とした同窓会です。この
年代は、区の公共施設適正配置構想に端を発した小学校の統廃合問題や同窓会の移行など、同窓会からのアプ
ローチが少ない時期だったためか、或いは仕事が忙しかったり子育て真っ最中だったりという世代であること
や SNS・LINE の発達で同窓会とのつながりを必要と感じないためか、他の年代より連絡先不明の方が多くい

らっしゃいます。
　現在同窓会は、同窓会を知っていただけるように、毎年 3 月末に番
町小学校の講堂で、卒業したての 12 歳～22 歳までの会員向けに『同
窓会 U‒20』を開催しています。平成 28 年度で 12 回目を迎えます
が、毎年 100～150 名の参加があり、「同期のつながりがいつまでも保
てるので、毎年の開催を楽しみにしている。」「1 年に 1 回みんなで集
まる機会になるので、22 歳以降もこのような会があるといい。」とい

うご意見が寄せられるようになりました。そこで、『同窓会 U‒20』を卒業した 20 代の会員のニーズに答える
と同時に、同窓会総会より気楽に参加できる場を提供して同期や先輩・後輩、同窓会とのつながりを作ってい
ただくため、『同窓会 U‒50（仮称）』を企画しています。

活動報告



　平成 27 年度の会場は二番町にある東京グリーンパレスの地下レストラン“ジャルダン”。番町小学校近辺に
は同期会やクラス会を開けるお店が少ないのですが、麴町の駅からも近く、比較的広いため使い勝手がいい場
所です。
　ご案内を会報と一緒に送ったせいか、はたまた日程のせいか、前回より参加者は少なくなりましたが、終始
和気あいあいとした雰囲気の中、2 時間はあっという間に過ぎていきました。当初、申込みがあったものの、
仕事の都合で急遽欠席という連絡があったのも、忙しい世代を象徴しているようでした。同級生同士数人で誘
い合わせていた学年もありましたが、ほとんどはお一人の参加で、最初は緊張しているようにも感じました。
けれど、それも始まってしまうまで。同級生同士はもちろん、前後の学年や兄弟姉妹のつながりから輪ができ
て、思い出話に花が咲いていました。番町近辺の風景は通っていた頃とだいぶ変わってきましたが、懐かしさ
がこみ上げてきますね。参加された皆さんは如何だったでしょうか。� （庶務　中村香織）

☆OB・OGのつどい
　同窓会では例年通り、平成 27 年 12 月 6 日（日）（ホームカミング・
ディと同じ日）に 65 歳以上の会員に向けた OB・OG のつどいを企画
し、該当の 2,200 余名に案内葉書を送付しました。その結果、今年 90
歳になられた昭和 13 年卒業の男女おふたりを最高齢として、当初の予
想を上回る 52 名（役員を除く）の大先輩に参加いただきました。当日
は好天で温かかったことから、皆さん早めに来校され、岩瀬会長の挨拶・現状報告に続き、4 つのテーブルに
分かれて旧交を温め、創立 145 周年に向けて力強い助言をいただきました。また、隣接する記念資料室では在
学当時の写真、文集などを中心に、一段と思い出話が弾んでいました。年次によっては、この会終了後、早速
場所を変えて同期会を催されたとか。
　事務局が一番感銘したのは、参加された皆様が“明治 4 年の～♫”の歌詞、メロディを今もってしっかりご
記憶であったこと。伝統の重みでしょうか。2 時間後、再会を誓って笑顔で下校されましたが、今回は参加さ
れなかった会員も、次回は是非ともご参集ください。� （会計監査　前川和弘）

番町に在籍した頃� 昭和 14 年度　三浦清

　戦前の最盛期（約 80 年前）を過ごした、昭和 14 年度という学年をご紹介し
たい。私たちは昭和 9 年に入学したが、新入生が男女合計 300 名を超えたのは創立以来のことだった。従来は多くても
1 学年 240～250 名であり、1 クラス 50～60 人で 4 学級、クラス名は通常、男子東西、同じく女
子も東西の 4 組であったが、私たちは 1 組 60 人を超える 5 組編成のために、男子は松竹梅、女
子は松竹の新呼称となった。新組名が作られて昭和 15 年度以後、4 クラスの場合は松竹梅桜と
なり、その中の 2 組が男子、1 組が女子、後 1 組が男女組で、必ず桜が女子とは限らず、担任の
先生との関係があったようである。また昭和 18 年度には 4 組の内 2 組が女子となり、呼称も 1
～4 組となった。花木のクラス名は僅か 4 年で終わったが、小学校には適した呼び方と思ってい
る。
　国語の教科書が昭和 8 年に全面的に改訂され、従来の白黒印刷からカラー印刷に変わり、内容
も「ハナ、ハト、マメ、マス」「ミノ、カサ、カラカサ」から「サイタ、サイタ、サクラガサイタ」「コイコイ、シロコ
イ」に変わり、新時代に適する表現に変わった。
　在校中に起こった事件としては、2 年生の 3 学期に起きた政界の首脳が暗殺された 2・26 事件で、大雪の朝、永田町
から番町近辺まで銃剣を付けた兵士が立っていたのをみて非常に驚いた記憶がある。
　さらに大きな思い出としては、6 年生での豪勢な関西修学旅行である。伊勢、奈良、京都 5 泊 6 日内車内 2 泊の旅行
費用は全て麴町区役所もちで、この旅行に備えた 1 年時からの積み立てや旅行時の支出は一切なかった。麴町区役所は
裕福だなあーと、子供心にも感じられた。国鉄の車両を何台も借りきっていくことが豪勢と思ったが、兄の話を聞いて
またびっくり。兄の時は麴町の全小学校が 1 列車を借りきって旅行したそうである。昭和 12 年に日支に紛争が起こり
支那事変となって次第に拡大し、この戦争の影響で、昭和 15 年に東京で行われる予定のオリンピックが返上されたこ
とは誠に残念であった。

同窓生訪問　第 2回


